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 幼児は，自分の素朴な表現が保育教諭や友達などから受け止められる体験の中で，感

じたことや考えたことを自分で表現したり，友達同士で表現する過程を楽しんだりし，

表現する喜びを味わい，意欲をもつようになる。 

 本研究では，自分で表現することや友達と表現することを楽しむ「劇遊び」に焦点を

当て，取り組むことを構想した。劇遊びを発表会で披露することで生まれる充実感や達

成感を生かし，表現する楽しさを味わい，意欲的に表現する姿につながるよう，環境構

成と援助の工夫を行った。 

 劇遊びの取り組みにおいて，「関わりたくなる環境」「イメージしたことを表現したく

なる環境」を構成し，個々の表現する姿を肯定的に「受け止める援助」，遊びや友達と

「つなぐ援助」をもとに実践した。実践を通して，互いに表現を受け止め合いながら，

表現を楽しむ姿が見られたことから，意欲的に表現する姿につながったと考える。 
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《幼児教育》 

意欲的に表現する子を目指して 
～劇遊びにおける環境構成と援助の工夫～ 

 

那覇市立与儀こども園 保育教諭 金城 千春   
 

Ⅰ テーマ設定の理由 

近年，情報化社会に伴いコミュニケーションの仕方が変化し，人間関係に関わる体験

不足等が指摘されている。無藤(2018)は，現代における幼児の「表現」の問題として，

幼児が表現したことを身近な人に受け止めてもらえない等，表現する力を発揮できない

環境に置かれることで，表現する意欲を失っていく状態にあることを指摘している。そ

のため，幼児期において，表現する意欲を育むための関わりが重要であるといえる。 

幼保連携型認定こども園教育・保育要領（以下教育・保育要領）の幼児期の終わりま

でに育ってほしい姿の１つ「豊かな感性と表現」に，園児は「感じたことや考えたこと

を自分で表現したり，友達同士で表現する過程を楽しんだりし，表現する喜びを味わい，

意欲をもつようになる」と示されている。また，保育教諭の役割として，園児の表現や

表現しようとする意欲を受け止め，自ら表現することを楽しみ，表現する意欲を十分に

発揮できるよう工夫することが求められている(教育・保育要領領域「表現」内容の取扱

い)。これらのことから，園児が意欲をもって表現するためには，自分なりにまたは友達

と一緒に表現する楽しさを十分に味わうことが大切であり，保育教諭の関わりも重要で

あると考える。 

本園の年長児学級共通の実態として，イメージを膨らませて自分なりの表現を楽しむ

姿がある一方で，表現することを躊躇する姿や苦手だと話す姿がある。特に本学級では，

出来ないからとすぐに諦める姿も多く，意欲的に表現する姿が少ないと感じる。私自身

の保育を振り返ると，園児なりの表現を周囲に受け止めてもらえるような援助が不足し，

表現することを楽しむための工夫が足りなかったと考える。そこで，園児なりの表現を

保育教諭や友達が受け止め，表現する楽しさを十分に味わい，意欲へつながるような工

夫をすることで，園児が意欲的に表現するようになる姿を目指したい。 

本研究では劇遊びに焦点を当て，実践を行う。劇遊びは，自分で表現したり友達と表

現したりしながら，表現を楽しむ活動である。生活発表会で劇遊びを披露し，友達や保

護者にその表現を受け止めてもらう経験は，園児が表現する充実感や達成感を味わう姿

につながると思われる。そして，発表会で味わった充実感や達成感を生かして，発表会

後も遊びが充実するような環境構成と援助を工夫することで，もっと表現したいという

意欲が高まるのではないかと考える。  

そこで，園児が意欲的に表現するために，劇遊びを楽しみ，生活発表会をやり遂げた

充実感や達成感を味わうことで，繰り返し劇遊びを楽しむことができるような環境構成

と援助の工夫を研究したいと考え，本テーマを設定した。 

 

Ⅱ 研究目標 

  園児が意欲的に表現する姿を目指し，劇遊びや生活発表会，発表会ごっこの場におい

て，友達と一緒に表現を楽しむことができるような環境構成と援助の工夫について，実

践的に研究する。 
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Ⅲ 研究構想図 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 研究内容 

１ 幼児期の表現について 

(1) 幼児期の表現とは 

表現とは，内面で感じたことが外に見える形で現れること(浜口,2018)であり，乳幼

児期の表現は，日常生活経験や遊びにおいて生じるもの(佐野,2019)である。教育・保

育要領解説の「表現」によると，園児は身近な環境に関わり心を動かす中で，心の動

きを表現することを通してイメージを豊かにしていく。さらに，動きや音などで表現

したり演じて遊んだりしながら，保育教諭や友達に自分の表現を受け止めてもらうこ

とを通して，表現する喜びを味わうようになることが示されている。このことから，

幼児の表現には，身近な環境や周りの人との関わりが重要であるといえる。 

(2) 劇遊びについて 

劇遊びとは，ごっこ遊びにストーリー性を加えたものであり，ごっこ遊びとは，乳

幼児が日常生活の中で経験したことの蓄積から，つもりになって模倣をし，身近なも

のを見たて，役割分担するというような象徴的遊びである(保育用語辞典,2013)。３歳

頃になるとごっこ遊

びが盛んになり，幼

児期後期は役割分担

のある複雑なごっこ

遊びになる。さらに，

劇遊びに発展させて

いく姿も見られるよ

うになる。 

佐野 (2019)は，パ

ーテンの遊びの発達

において分類される

「協同遊び」につい

本研究で目指す園児像 
表現する楽しさを味わい，意欲的に表現する子 

研究テーマ 
意欲的に表現する子を目指して 

～劇遊びにおける環境構成と援助の工夫～ 

研究目標 
園児が意欲的に表現する姿を目指し，表現遊びの充実を図るために， 
劇遊びにおける環境構成と援助の工夫について，実践的に研究する。 

研究方法 
１ 幼保連携型認定こども園教育・保育要領を踏まえ理論研究を行う。 
２ 園児理解を深め，表現する楽しさを味わい，意欲をもつ姿について実践研究を行う。 

 
 
３ 保育実践を省察し，園児理解や環境構成，援助が適切であったかを確認する。 

【実践】「劇遊びを通して」 

【社会背景】【園児の実態】【保育教諭の願い】【保育の反省と課題】 
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て，５～６歳頃にはコミュニケーション的要素が顕著になり，幼児は同調的な動きや

集団での表現などに興味を覚え，練習を繰り返しながら集団的表現を完成させるとい

ったことに満足感を覚えるようになると述べている。また，劇遊びは衣装や小道具な

どの製作，動きと音楽の融合，言語表現や心情的表現など，様々な分野が集まってい

る総合的な体験が可能となる遊びである(上野,2020)。本研究において，園児が友達と

考えを出し合い試行錯誤をしながら協同して劇遊びを進めることで，表現が広がった

り深まったりする体験を重ね，表現する楽しさを味わうようになると考える。上野

(2020)と佐野(2019)を参考に，幼児の発達と表現の特徴及び遊びの分類について図１

を作成した。本研究においては，協同遊びの特徴を踏まえながら，劇遊びの実践を行

っていく。 

２ 劇遊びにおける環境構成と援助の工夫 

(1) 意欲的に表現する姿を育むために 

佐野(2019)は，保育者が子どもの素朴な表現に対して受容的であると，子どもは自

分が受け入れられているという安心感に支えられて，素朴に楽しんだり夢中になった

りと気持ちのままに表現しながら，より複雑な表現に挑戦し，積極的・意欲的に取り

組むようになると述べている。西村(1998)によると，保育教諭がうなずいたり返した

りする働きかけも受け止める援助に含まれる。図 1 でも示したように，５歳児の発達

の特徴として友達との関わりは大切である。そして，自ら率先して始めたことでなく

ても，まわりの友達と協同する楽しさを味わうことで主体性が発揮されていくように

なる(浜口,2018)。これらのことから，園児が自分なりの表現を受け止められる経験を

重ね，友達と協同して表現する楽しさを味わうことで，意欲的に表現する姿につなが

るといえる。さらに，園児の実態や遊びの姿に合わせて遊具や用具など見通しをもっ

て準備したり，他の園児の表現に触れられるようにしたりするなどの配慮をすること

も必要であり(教育・保育要領領域「表現」内容の取扱い)，園児にとって表現を引き

出すような魅力的な環境構成が求められる。 

園児が意欲的に表現する過程における環境構成と援助について，教育・保育要領を

参考に個々の内面における表現の段階と，友達との関わりから見られる表現の段階に

分け，図２にまとめ

た。本研究では，「関

わりたくなる環境」

「イメージしたこと

を表現したくなる環

境」を構成し，個々

の表現する姿を肯定

的に「受け止める援

助」，友達や遊びと

「つなぐ援助」をも

とに意欲的に表現す

る姿を育むための実

践を行う。 
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(2) 遊びと行事について  

行事の指導としては，教育・保育要領第１章第２の(3)において，「行事の指導に当

たっては，園の生活の自然な流れの中で生活に変化や潤いを与え，園児が主体的に楽

しく活動できるようにすること」とあり，解説には，行事が終わった後の園生活をも

考慮することが大切であることが記されている。また，田澤(2019)は，「行事のための

生活」をするのではなく「生活のための行事」である必要性を説いており，行事前は

見せるための練習ではなく，園児が興味をもち主体的に参加できるかということに配

慮すべきであるとしている。そして，行事終了後の生活も，行事を通しての経験，体

験がじっくりと園児の生活の中に溶け込むような生活の流れが必要であり，その時間

が保証されるよう丁寧に関わることの重要性を記している。 

これらのことから，本研究における劇遊びは，遊びを中心とした生活の延長線上に

あるものとして捉え，日々の遊びを充実させることで劇遊びを十分に楽しめるように

する。そして，発表会後の充実感や達成感を生かすために，環境構成と援助の工夫を

行い，意欲的に表現する姿につなげていく。本研究では，「話し合いの場」と「遊びの

場」における「意欲的に表現するための環境構成と援助の工夫」について，教育・保

育要領解説を参考に作成した表１と図２を基に実践を行う。 

表１ 意欲的に表現するための環境構成と援助 

 話し合いの場 遊びの場 

環
境
構
成 

関 わりたくなる 
環 境  

・表 情 や動 き等 ，互 いの表 現 が見 えるよう
集 まりの場 面 を工 夫 することで，自 分 なり
の表 現 を伝 えたり，相 手 の表 現 に触 れた
りすることのできるようにする。 

・園 児 が興 味 や関 心 をもち，触 れたり試 し
たりと自 ら関 わることができるような，素 材
や道 具 ，絵 本 等 を準 備 する。 

イメージしたことを 
表 現 したくなる 

環 境  

・写 真 や掲 示 物 等 を活 用 し，イメージを共
有 することで，互 いの表 現 を見 せ合 った
り，遊 びや活 動 に見 通 しや期 待 をもった
りできるようにする。 

・イメージしたことを，音 や身 振 り，製 作 等
で 表 現 し たく なる よ う な ， 素 材 や 道 具 を
豊 富 に準 備 する。 

・イメージしたことを表 現 したり，友 達 の表
現 を 見 た り一 緒 に表 現 し た り する こ と を
楽 しめるようなコーナー作 りをする。 

援
助 

受 け止 める援 助  

①思 いや考 えを受 け止 める 
・園 児 の表 現 し たい 思 い や 考 えを ， 問 い
かけたり引 き出 したりして受 け止 める。 

・園 児 が互 いの思 いや考 えを受 け止 め，
認 め合 えるようにする。 

②表 現 する姿 を受 け止 める 
・園 児 の表 現 する 姿 を 引 き出 し捉 え，受
け止 める。 

・園 児 が互 いの表 現 を受 け止 め，認 め合
えるようにする。 

①思 いや考 えを受 け止 める 
 ・園 児 の表 現 したい思 いや考 えを受 け止

める。 
②表 現 する姿 を受 け止 める 

・園 児 の表 現 する姿 や表 現 しようとする姿
を捉 え，受 け止 める。 

・園 児 の表 現 する姿 や気 持 ちに共 感 し，
一 緒 に表 現 し受 け止 める。 

つなぐ援 助  

①思 いや考 え，表 現 をつなぐ 
・園 児 が思 いや考 え，表 現 を見 せ合 った
り言 葉 で伝 えたりし，互 いに受 け止 め合
い考 えを出 し合 えるようにする。 

②遊 びや活 動 につなぐ 
・園 児 が遊 びに見 通 しをもったり振 り返 っ
たりする時 間 を設 け，意 欲 や期 待 がもて
るようにする。 

①思 いや考 え，表 現 をつなぐ 
・園 児 が互 いの思 いや考 え，表 現 に触 れ
られるようにする。 

・園 児 がイメージを共 有 したり考 えを出 し
合 ったりして表 現 できるようにする。 

②遊 びをつなぐ 
 ・園 児 が興 味 や関 心 をもち，表 現 したくな

るよう，園 児 と遊 びをつなげたり，園 児 同
士 の遊 びをつなげたりする。 

 

Ⅴ 保育実践 

１ 保育計画 

(1) 実態把握 

11 月前半，園児の表現遊びの姿について実態把握を行い，個々の表現遊びの様子や

友達との関わりについて，図３にまとめた。園児数 16 名のうち，３名の園児には表現
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する姿が見られず，表現遊びをう

ま く 楽 し め て い な い こ と が 伺 え

た。また，友達との関わりが少なく

個々で表現する園児が７名いたこ

とから，学級の半数の園児が友達

と関わりながら表現遊びを楽しむ

姿が少ないことがわかった。この

ことから，表現する姿が見られな

い３名(ＡＢＣ)と，友達と関わっ

て表現する経験が不足している園

児(ＤＥＦＧＨＩＪ)については，

思いや表現を「受け止める援助」，友達と「つなぐ援助」を重点的に行う。 

(２) 遊び観及び実践計画 

劇遊びでは，園児が興味や関心をもって取り組み，試行錯誤を繰り返し友達と協同

して進める中で，表現が広がったり深まったりする体験を重ねながら，表現すること

を楽しむようになる。そして，生活発表会で劇遊びを披露し，友達や保護者にその表

現を受け止めてもらう経験は，表現する充実感や達成感を味わう姿につながると思わ

れる。さらに，発表会で味わった充実感や達成感を生かして，発表会後も遊びが充実

するよう発表会ごっこを取り入れることで，表現する意欲を高めていくことができる

のではないかと考える。そこで，劇遊びを通して表現遊びの充実を図るための環境構

成と援助を工夫することで，園児が表現する楽しさを味わい，意欲をもつ姿が引き出

されると考え，実践を計画していく。 

 

２ 実践事例 

  劇遊びの導入では，話し合いの場でストーリー作りを行った。さらに，遊びの場で，

役になって遊んだり，必要なものを製作したりできるようにした。また，話し合いの

場では，感じたことや気づいたことを振り返ることで，思いや考えを共有しながら，

劇遊びを進めていった。  

実践計画  

実践 ◇ねらい ・内容 

11 月  

(第 2～4 週 ) 

12 月  

(第 1～2 週 ) 

○導 入  
○ストーリー作 り 
○ストーリーに合 わせて

振 りを考 える 
○ダンスの振 りを考 える 
○役 決 め 
○衣 装 ，小 道 具 作 り 

◇発 表 会 や劇 遊 びへ向 けて期 待 をもつ。 
◇劇 遊 びについて話 し合 ったり表 現 し合 ったりする。 
◇友 達 と目 的 を共 有 し，協 力 して表 現 する楽 しさを味 わう。 
・劇 遊 びのストーリーをつくり内 容 を考 える。 
・自 分 なりの表 現 を受 け止 めてもらったり，自 分 で表 現 して楽 しんだりする。 
・好 きな遊 びの時 間 に，自 分 達 で劇 遊 びを楽 しんだり，劇 遊 びに含 まれて

いるダンスや歌 を練 習 したりする。 

12 月  

(第 3 週 ) 

【生 活 発 表 会 】 

○劇 遊 びの披 露  

◇自 分 なりの目 標 をもって表 現 し，やり遂 げる喜 びを感 じる。 
◇友 達 と目 的 を共 有 し，協 力 して取 り組 むこ とで充 実 感 や達 成 感 を味 わ

う。 
・劇 遊 びを楽 しみ，目 標 をもって取 り組 んだり，友 達 と一 緒 に協 力 したり助

け合 ったりする。 
・やり遂 げた充 実 感 や達 成 感 を味 わう。 

12 月  

(第 4 週 ) 
○発 表 会 ごっこ 

◇生 活 発 表 会 をやり遂 げた充 実 感 を味 わう。 
◇友 達 と一 緒 に発 表 会 ごっこを楽 しむ。 
・ 発 表 会 を振 り返 り，自 分 が頑 張 ったことや印 象 に残 ったこと等 を伝 え合

い，友 達 と共 有 する。 
・発 表 会 での経 験 を思 い出 しながら，繰 り返 し表 現 したり，役 を交 代 して表

現 したりしながら，友 達 と一 緒 に様 々な表 現 を楽 しむ。 
・年 長 児 合 同 の発 表 会 ごっこに参 加 する。 
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(1) 実践全体を通した園児の姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学級活動 
１２月 第 ３週 《劇 遊 びを披 露 する》 

 

 

 

   
 

    

 

遊びの場 

11 月 第 ２週 《導 入 》 

・４月～９月に左記の遊びへ
の興味関心が高く，遊びが
盛り上がっていた。 

虫捕り，製作遊び，ダンス， 

ごっこ遊び，獅子舞 等 

生活発表会 

友 達 と表 現 を受 け止 め合 う姿  

11 月 第 ３週 ～第 ４週 《ストーリー作 り，ストーリーに合 わせて振 りを考 える》

イメージしたものを表現する姿 

 
・図鑑を見ながら，

小道具のカマキリ
を作る等，劇遊び
を進めることで必
要なものに気づき
作っていた。 

・自分達で曲を流し
て劇遊びを楽しむ
姿が見られ，他の
遊びをしていた園
児も自然と集り踊
ったり演じたりし
ていた。 

・イメージしたこと
を表現できるよ
う，自分達で考え
を出し合い，試行
錯誤をしていた。 

・思いや考えを出し
合う中で折り合い
がつかない場面も
あり，その様子を
見ていた他の役グ
ループの園児が話
し合いに加わり，
解決しようとする
姿も見られた。 

１２月 第 １週 ～第 ２週 《ダンスや衣 装 作 り，役 決 め》

受 け止 める援 助  
◎披 露 することに期 待 をもち，張 り切

る姿 や緊 張 する姿 を受 け止 め共 感
し，学 級 全 体 で共 有 することで，安
心 できるようにした。【話 ①】 

つなぐ援 助  
◎披 露 した充 実 感 や達 成 感 を学 級

全 体 で共 有 することで，次 の活 動 へ
の期 待 へつなげた。【話 ②】 

 

関 わりたくなる環 境 構 成  
☆夢 中 になりなが らも 互 いの表 現 が

見 えるよう，テーブル配 置 やコーナ
ー作 りを工 夫 し ，友 達 の表 現 に触
れたり互 いに受 け止 め合 ったりでき
るようにした。【遊 】 

イメージしたことを 
表 現 したくなる環 境 構 成  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
☆活 動 前 後 に，毎 回 話 し合 いの場 を

設 けた。【話 】  
受 け止 める援 助  
◎個 々のイメ ージを引 き出 せ るよ う，

問 いかけを工 夫 し，一 緒 に表 現 す
る 等 ， 園 児 な り の 表 現 を 受 け 止 め
た。【話 ①】 

◎本 物 志 向 の園 児 の 思 いを受 け止
め，図 鑑 等 の教 材 準 備 をしたり，他
の学 級 の職 員 に教 わる時 間 を設 け
たりした。【遊 ①】  

◎役 のグループに分 かれて取 り組 む
際 は， 互 いに 思 い や 考 え を話 し や
すい雰 囲 気 作 り をし， 個 々が 自 分
の表 現 を出 し やすい よ う，「い い考
えだね」「 やってみよ う」 等 ，言 葉 を
添 えながら仲 介 した。【遊 ②】 

つなぐ援 助  
 
 
 
 
 
 
 
 

☆ 経 験 や 知 識 を 生 か
し，必 要 なものを選 ん
だ り 作 っ た り で き る よ
う ， コ ー ナ ー を 設 け ，
手 に取 りやすくイメー
ジが広 がるよう配 置 を
した。【遊 】  

☆衣 装 のデザイン画 を
貼 る場 所 や小 道 具 を
飾 る 場 所 を 設 け ， 互
い の 表 現 を 見 る こ と
で ， 受 け 止 め 合 い ，
考 えを出 し合 えるよう
にした。【遊 】 

◎学 級 活 動 前 後 に話 し合 いの場 を
設 け，活 動 前 は前 回 を振 り返 り ，
必 要 なことに気 づき見 通 しをもって
取 り組 めるようにした。活 動 後 は次
へ の 期 待 に つ な が る よ う ， 互 い の
思 いや考 え受 け 
止 め合 ったり， 
表 現 を出 し合 っ 
たりできるように 
した。【話 ①②】 

 

◎ 友 達 と 一 緒 に 互
いの表 現 を受 け止
め ながら，イ メージ
を 共 有 し 楽 し め る
よう，思 いや考 え，
表 現 を つ な い だ 。
【遊 ①】 

関 わりたくなる環 境 構 成  
☆個 や集 団 の興 味 や関 心 のあるもの

を捉 え，表 現 が広 がりそうな獅 子 舞
や ス カ ー ト 等 ， 小 道 具 や 衣 装 ， 素
材 を準 備 した。【遊 】  

受 け止 める援 助  
◎個 々の興 味 関 心 や自 ら役 になりき

って 表 現 す る姿 を 受 け 止 め ， 認 め
たり褒 めたりした。【遊 ①②】 

◎個 々のイメージを引 き出 せるよう問
いかけ受 け止 めた。【話 ①】 

つなぐ援 助  
◎ 劇 遊 び に 興 味 や 関 心 が も て る よ

う，絵 本 の読 み聞 かせを取 り入 れた
り，一 緒 に表 現 したりした。【話 ①】 

劇遊びを提案すると，絵本のストーリーや自分達の経験をもとに，い
ろいろな話しをする様子が見られた。学級全体で様々な虫の飼育をして
きた経験から，虫になりたいという意見が多く出た。 

（子 ども達 から出 た内 容 ） 
・虫 が出 てくる話 にする  ・人 間 役 も必 要   ・発 見 する場 面 を入 れる 
・好 きな遊 びを入 れる   ・ダンスや歌 を入 れる 

話し合いの場           遊びの場 

話し合いの場           遊びの場 

友 達 と考 えを出 し合 い工 夫 して表 現 する
姿  

考 えたり工 夫 したりして表 現 する姿  

表現する 
充実感や達成感を味わう姿 

話し合いの場 『劇遊びをしよう』    

☆環 境 構 成 と◎援 助 の工 夫  

【話 】話 し合 いの場 ，【遊 】遊 びの場  

友 達 と考 えを出 し合 い 
工 夫 して表 現 する姿  

 事 例 １ 

 事 例 ２ 

 
・友達と獅子舞を楽

しむ姿があり，獅
子舞を見た経験や
自分のイメージを
伝えながら表現し
ていた。 

・衣装を組み合わせ
たり友達と揃えた
りする姿あり，
個々がイメージし
たものになりきっ
て踊っていた。 

・周囲で他の遊びを
していた子も，友
達の表現を見たり
真似たりしてい
た。 

 

 
・発表会で披露する時の見せ方について話

し合い，立ち位置を調整していた。 
・舞台練習では，友達の表現に手拍子や拍

手をしていた。 
・衣装や小道具等，大切に使用し，直した

り補強したりする姿も見られた。 
・振り返りの時間に，相手の表現を褒めた

り，相手の表現に自分の表現を加えて提
案したりしていた。 

 
 
 
・本番前は，期待や緊張を共有しなが

ら，互いに頑張ろうと声をかけ合う姿
が見られた。 

・発表会後の振り返りでは，「緊張した
けど，楽しかった！」「最後まで頑張
れた！」等，感想を伝え合っていた。 

 

 
・生き物コーナーの虫を

見に行く姿や，バッタ
をイメージしてジャン
プをする子や腕をカマ
キリの鎌に見立てて表
現する子がいた。 

  
・絵本の内容からヒントを得たり，

自分達の経験を話したりしなが
ら，役になりきって，言葉だけで
なく動きで表現する姿があった。 

・曲を流すと，思い思いに表現し，
互いの考えや表現に対して「すご
い」「楽しそう！」等，受け止め
合う姿があった。 

・振り返りの時間の互いの表現を見
合う場では，友達の表現につられ
て座ったまま一緒に表現する子
や，思わず立ち上がって表現する
子がいた。 
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(2) 事例 

事例１「友達と表現を受け止め合う姿」 11 月第４週 
自分で表現することを楽しむが，友達と一緒に表現する姿があまり見られないＨ児は，劇遊びの話し合

いで，ダンスを取り入れることを提案していた。そこで，園児の遊びが盛り上がる姿を予想して，リクエ
ストのあった曲と衣装を準備した。早速，Ｈ児を含めて園児数名が衣装を着て曲に合わせて振りを考える
仕草をしていたので，このまま取り組みが進むと思われた。しかし，ダンス作りはなかなか進まず，ダン
スグループで集まる機会を設けると，自分の考えを一方的に保育教諭に伝えるＨ児や他児の姿があり，自
分達で話し合うことが難しい様子が見られた。 
 

保育教諭 「広い舞台で踊ってみる？」 【イ：遊 】 
Ｈ児と他児「楽しそう！」 (数 名 が加 わり，舞 台 で踊 り始 めた) 
Ｈ児   「これはどう？」 （保 育 教 諭 に表 現 を提 案 していた） 
保育教諭 「いいね！」 【受 ：遊 ①②】 
保育教諭 「Ｈさんが考えた振り付け，楽しいよ」 （一 緒 に踊 りながら他 児 に伝 えた）【受 ：遊 ②・つ：遊 ②】 
他児   「本当だ！楽しい！」 （真 似 をして一 緒 に踊 り始 めた） 
他児   「見て！こんな振りはどう？」 (振 り付 けを考 えながら踊 りはじめた) 
他児   「それもいいね！」 

 

園児が互いに提案し始めたため，一歩引いて見守っていると，園児同士の会話は減ったが視線を合わせ
ながら踊るようになり，次第に全員の動きが一つになっていった。 

保 育 教 諭 の見 取 り 
保育教諭がダンス作りの場として，広さや特別感のある舞台を使用したことやポンポン等の小道具を取

り入れたことで 【イ：遊 】，イメージしたことを表現する姿につながったと捉える。また，園児の表現を真似
て一緒に踊り 【受 ：遊 ①②】，他児へ言葉や表現でつないだことで 【つ：話 ①・遊 ①】，園児の表現が引き出され，
友達と表現を受け止め合う姿につながったと考える。また，最後は，みんなで出し合った表現を繰り返し
踊ることで，踊りの楽しさが共有されていった。このことから，友達と表現を受け止め合う姿につながっ
たと考える。 
 

 

事例２・３「考えたり工夫したりして表現する姿」 

事例２  12 月第２週～第３週   

劇遊びのストーリーに，子ども役の園児が虫役の園児を捕まえる場面があったため，子ども役のＩ児は
新聞紙やビニールを使って虫網を作り始めていた。保育教諭が他の園児も同じ場で作れるよう工夫する
と，互いに真似をしたり教え合ったりしながら作っていた。虫網が出来上がると，劇遊びにおいて，子ど
も役の園児が役になりきって虫を捕まえたり，虫役の園児も捕まらないよう逃げたり隠れたりしながら，
表現が広がり盛り上がる様子が見られた。その後，Ｉ児ら子ども役の園児は，虫カゴや虫のエサを作って
劇遊びに取り入れ，壊れても補強しながら繰り返し大切に使っていた。本番が近付いたある日，子ども役
の園児が小道具を持たずに劇遊びの準備をしていたため，「虫網は持っていかないの？」と声をかけると，
「使わなくても大丈夫」という返答があった。その後は本番も含めて，小道具を使わずに劇遊びをする様
子が見られた。 

 

 

 

保 育 教 諭 の見 取 り  
日々の遊びや学級全体での経験を劇遊びに取り入れ，表現を受け止める援助を重ね表現を引き出した

ことで，園児が虫になりきったり思い思いに表現したりする等，イメージしたものを表現する姿が見ら
れた。また，個々の表現を話し合いの場で紹介したり，遊びの場で仲介したりとつなぐ援助を行ったこと
で，園児が友達と表現を受け止め合う姿が見られた。 

さらに，素材や道具を豊富に揃え，一緒に表現し受け止める援助を行ったことで，園児が必要なものを
考えて劇遊びに取り入れる等，考えたり工夫したりして表現する姿につながった。そして，役のグループ
(少人数)に分かれて取り組む時間を設けて援助を行ったことで，学級全体の場ではうまく自分の表現が
出せなかった園児も，友達と考えを出し合い工夫して表現する姿が見られた。生活発表会前も，舞台で取
り組むことで披露することを意識して話し合う様子があり，友達と考えを出し合い工夫して表現する姿
が見られた。 

生活発表会で保護者に劇遊びを披露し受け止められたことで，やり遂げた充実感や達成感を味わう姿
につながったと考える。その充実感や達成感を生かして，年長児合同の発表会ごっこを設定し，互いの劇
遊びを楽しむための衣装や小道具を準備し援助を行ったことで，友達と一緒に繰り返し表現する姿につ
ながり，表現する楽しさを味わい，新たな劇遊びを考えて取り組む姿になったと捉える。 

・自分達の劇遊びを
繰り返し楽しむ姿
が見られた。 

・友達にわかりやす
く伝えようと，動
きや言葉を工夫し
ていた。 

・隣の学級の劇遊び
を見ながら振りを
真似し，一緒に表
現していた。 

・自分の衣装を隣の
学級の友達に紹介
する姿や，衣装を
選び組み合わせる
姿，「大切に使っ
てね」と小道具の
使い方を教える姿
等が見られた。 

友 達 と一 緒 に 
繰 り返 し表 現 する姿  

友 達 と一 緒 に新 しい劇 遊 びを考 えて 
取 り組 む姿  

・ 隣 の 学 級 の 劇 遊
びに参加し，楽し
む姿が見られた。 

・活動前後の話し合
いでは，考えを出
し合い，相手を受
け 入 れ た り 表 現
を 披 露 し た り す
る姿が増えた。 

 

 

 
 
 
・午後の遊びでも，

自 分 達 で 劇 遊 び
を計画し，役を決
め て 小 道 具 作 り
を始めていた。 

学級活動『年長児合同で発表会ごっこをしよう』 

１２月 第 ４週 《発 表 会 ごっこ》 

関 わりたくなる環 境 構 成  
☆学 級 間 で連 携 を図 り，互 いの劇 遊

び を 一 緒 に 楽 し む 場 を 設 け た 。
【遊 】  

イメージしたことを 
表 現 したくなる環 境 構 成  
☆写 真 や小 道 具 等 を用 いて，振 り返

りを行 った。【話 】  
受 け止 める援 助  
◎自 分 の役 を繰 り返 し楽 しむ姿 ，隣

の学 級 の表 現 に触 れ，見 たり一 緒
に表 現 したりする姿 を受 け止 めた。
【遊 ①②】  

◎ 試 行 錯 誤 を し て 作 っ た 衣 装 や 小
道 具 を 大 切 に す る 気 持 ち を 受 け
止 め ， 園 児 同 士 が そ の 気 持 ち を
共 有 できるようにした。【話 ①】 

つなぐ援 助  
◎ 隣 の 学 級 の 劇 遊 び や 衣 装 等 ，

様 々 な 表 現 に 触 れ ， 一 緒 に 表 現
できるようにした。【遊 ①②】  

◎個 々の考 えを全 体 に伝 えられ るよ
う，言 葉 を添 える等 配 慮 し，共 有 し
ながら遊 びや活 動 が広 がるようにし
た。【話 ①②】  

 事 例 ３ 
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保 育 教 諭 の見 取 り 
製作が得意なＩ児を中心に，子ども役の園児同士で小道具作りができるよう場の構成を行ったことで

【イ：遊 ・つ：遊 ①】，園児同士で試行錯誤しながら表現する様子が見られた。さらに，今まで虫を捕まえる表
現についてどのように動いていいかわからなかった園児も，虫網という小道具を使うことで，自然と虫を
捕まえようとする表現ができたのだと考える。虫役の園児にとっても，道具があることで，逃げたくなる
気持ちになり，表現が広がったように思われる。その後も，自分達で繰り返し作ったり補強したりしなが
ら小道具を使っていたが，表現が広がったことで，園児は自分の体を使っていろいろな表現をするように
なり，手に持っている小道具が邪魔になってしまう場面もあった。そのため，本番が近づく時期には，劇
遊びで小道具を使用しなくなったと考える。製作で表現したことをきっかけに，製作物を使って繰り返し
表現し，体で表現するようになったことから，友達と一緒に考えたり工夫したりして表現する姿が見られ
たと捉える。 

事例３  12 月第３週～第４週  
生活発表会本番の振り返りの時間では，園児の気持ちが高ぶっている様子が見られた。普段は自分の意

見をあまり言わない園児も，手をあげて「楽しかった」等と自分の思いを伝える姿があった。振り返りの
後半，保育教諭が「来週は，さくら組(隣の学級)と発表会ごっこをしてみない？」と提案すると，園児は
予想以上に喜び「やったー！」と両手をあげてジャンプしたり友達と顔を見合わせたりしていた。翌週，
発表会ごっこをするために話し合うと，「いいこと考えた！さくら組の劇とＫ達の劇を交代してもいいん
じゃない？」というＫ児の提案があった。そして，発表会ごっこでは自分達の劇遊びを繰り返し楽しんだ
り，隣の学級の劇遊びを楽しんだりしていた。さらに，「次は，ドラえもんの劇をやりたい！」と新しい劇
遊びを考え，相談する姿もあった。 

保 育 教 諭 の見 取 り 
 生活発表会本番後，振り返りの場面での園児の姿は，充実感や達成感を味わっている姿だと捉える。そ
れぞれが感じたことを学級全体で共有したことで 【受 ：話 ①：つ：話 ①②】，個々の充実感や達成感も強まり，
「もっとやりたい！」という気持ちが高まったのだと考える。その後，生活発表会で劇遊びを終わりにせ
ず，発表会ごっこにつなげたことで 【イ：遊 ・つ：遊 ①】，繰り返し表現に取り組む姿や意欲的に表現する姿に
つながったと捉える。 

(3) 抽出児の変容 

  自ら表現することに，苦手意識をもっている園児を抽出児として取り上げた。保育

実践を進める中で，個々が表現することを楽しみ意欲につながるような環境構成を行

い，特に「受け止める援助」「つなぐ援助」を中心に実践した。 

Ｄ児「友達に表現を受け止められる姿」 
 入園当初からＤ児は友達と関わり，集団で虫捕りを楽しむ姿があった。一方で表現遊びにおいて苦手意
識があるようで，友達の製作遊び等に誘うと，興味をもって見に来るが，「後で」「いい(やらない)」等と
断ることが多かった。保育教諭は，表現する楽しさを感じてほしいと思い，活動として表現遊びを取り入
れると，真面目な性格もあって保育教諭の模倣をして踊るが，自ら繰り返し表現する姿等はほとんど見ら
れなかった。劇遊びの取り組みにおいては，本児の興味や関心の高い虫を題材にしたものであることから，
友達と一緒に参加して楽しむ姿が見られたが，自分の出番になると緊張して固まる姿があったので，本児
なりに表現する姿を受け止めながら友達と一緒に表現することを楽しめるよう援助した。劇遊びを進める
中で，振り返りの時間に友達から「Ｄさんが，かくれんぼをしているところが上手だった」と褒められ，
驚きつつ嬉しそうに笑う本児の姿があった。その後も友達から認められる経験を重ね，演じたり踊ったり
と楽しむ姿が見られた。発表会ごっこにおいては，年長児合同になると最初は圧倒されていた本児だった
が，次第に自分の役のダンスや隣のクラスのダンスを繰り返し楽しむ姿，舞台上で隣のクラスの友達にダ
ンスを教える姿，エイサーを自ら友達に教わり繰り返し挑戦する姿が見られた。 

保 育 教 諭 の見 取 り 
 劇遊びの題材に飼育した経験のある虫達が登場することで，イメージしやすく 【イ：遊 】，日々世話をして
いる本児に問いかけ，思いや考えを引き出しながら進めることで 【受 ：遊 ①】，興味をもって友達と一緒に参
加し楽しむ姿につながった 【関 ：遊 】と捉える。また，本児が緊張しながらも表現している姿を認めたり褒
めたりと継続して援助を行ったことで 【受 ：遊 ①②】，自ら表現する姿につながったと捉える。また，話し合
いの場において，友達に本児の表現を認められる経験を重ねる 【受 ：話 ①】ことで喜び，より表現することの
楽しさを味わう姿が見られ，エイサーや獅子舞，隣のクラスのダンス等に挑戦する意欲的に表現する姿に
つながったと捉える。  
 

Ａ児「自らイメージしたものを表現する姿」 
進級当初から，表現の分野において自ら苦手だからと話し，特にダンスやリトミック等の身体表現にお

いては，途中で座り込み，表現遊びを楽しめていない様子が伺えた。劇遊びのストーリー作りでは，自分
の考えを伝え，ストーリーを組み立てることを楽しむ様子があったが，実際に表現する場になると一歩引
いて見ていた。そこで，本児が好きなエイサーを取り入れようと提案すると，嬉しそうに「やりたい！」
と言い，曲のリクエストをしていた。しかし，曲が決まりエイサーの振りをグループで出し合う場を設け
ると，本児はその場から離れてしまった。理由を尋ねると，やっぱり本物のエイサーの振りを入れたいと
話していた。本児の思いを受け止めグループに伝え，エイサーが得意な職員から，本児を含めたエイサー
グループで習う機会を設け，それらを組み合わせて自分達のエイサーの振りを作れるようにした。発表会
当日は，緊張しながらも保護者に喜んでもらえて嬉しかったと笑顔で話していた。発表会ごっこでは，エ
イサーを繰り返し踊る姿や友達にエイサーを教える姿が見られ，「(振りが)難し過ぎるから，(友達には)も
っとゆっくり教えよう。」等，自分が習ったエイサーの振りを，友達にわかりやすく教えるための方法を考
えていた。 

保 育 教 諭 の見 取 り 
Ａ児が表現したくなるような教材としてエイサーを取り入れ，本児のリクエストに応じて音源を準備し

たことで，興味や関心をもち参加する姿が見られた 【イ：遊 】。そして，本物志向の本児の思いを受け止め
【受 ：遊 ①】友達と一緒にエイサーを習う場を設けたことで 【つ：遊 ②】，Ａ児の表現したい思いが自ら表現し
ようとする姿につながったと捉える。また，振り返りの時間に本児の表現を引き出し受け止めたことで，
友達から受け止められ認められることを喜ぶ姿が見られた 【イ：話 ・受 ：話 ②】。さらに，友達からエイサーを
教えて欲しいと頼まれ，友達に教えるための方法を考える様子が見られたことも，意欲につながった姿だ
と捉える。 
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３ 観察とインタビューの結果  

観察結果より，実践前と実践にお

ける園児の姿を比較すると，14 名

中 11 名の園児に変容が見られた

(図４)。表現する姿が見られなかっ

た３名については，実践を通して，

個々で表現する姿や友達と一緒に

表現する姿が見られるようになっ

た。Ｇ児とＨ児に関しては，友達と

「つなぐ援助」をしたことで，互い

に表現を出し合いながら工夫して

楽しむ姿が見られた。図中で変容が

見られなかったＥ児，Ｆ児，Ｊ児に

ついては，大きな変容ではないが，それぞれの姿で表現を楽しむ様子が見られた。 

また実践後，個別にインタビューを行うと，全員が発表会と発表会ごっこのどちら

も「楽しかった」と答えていた。そこで，「楽しかった」と感じた内容や理由について

尋ねた(表２)。発表会では「表現そのもの（ダンス，エイサー，劇の場面等）が楽し

かった」と回答した園児が最も多く 57％であった。発表会ごっこでは，「友達と一緒

に表現することが楽しかった」と回答した園児が 64％と最も多かった。 

さらに，次回取り組みたい内容について聞くと，「現在の劇遊びを繰り返し取り組み

たい」「現在の劇遊びを発展させたい」「新しい劇遊びを考えて取り組みたい」と，３

つの意見に分かれて回答していた(表３)。「現在の劇遊びを発展させて取り組みたい」

に分類した園児の回答については，現在の劇遊びに他の役を入れ，ダンスやエイサー

等の振り付けをパワーアップさせて取り組みたいという内容だった。また，「新しい劇

遊びを考えて取り組みたい」に分類した園児の回答については，既に数名で新しい劇

遊びを構想し，役が決まり小道具作りが始まっているという内容もあった。 

 

 

 

 

 

 

Ⅵ 考察 

 本研究では，劇遊びを通して園児が表現する楽しさを味わい，意欲的に表現する姿を目 

指し，遊びの場と話し合いの場において，「関わりたくなる環境」と「イメージしたことを

表現したくなる環境」を構成し，個々の表現する姿を肯定的に「受け止める援助」，友達や

表現と「つなぐ援助」の工夫を行い，実践に取り組んだ。 

 環境構成について，「関わりたくなる環境」として，園児が興味や関心をもっている虫と

の経験を題材として取り入れたことで，園児がストーリーのイメージをもちやすくなり，
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友達とストーリーを共有しながら劇遊びを展開しようとする姿につながった。「イメージ

したことを表現したくなる環境」として，小道具作りができるような素材や場所の工夫，

実際に動いて表現できるような舞台を含めたコーナー作りをすることで，劇遊びに必要な

小道具を考えて作ったり役になりきって表現したりするようになり，園児がイメージした

ものを表現する姿や考えたり工夫したりして表現する姿につながった。 

援助の工夫について，「受け止める援助」として，個々の思いや考えを聞き受け止めるこ

とで，安心感をもって動きや言葉で表現するようになり，園児なりに表現しようとする姿

や表現することを楽しむ姿につながった。特に，実践前は表現する姿が見られなかった３

名の園児は，自分の表現を受け止めてもらう安心感から，自ら表現する意欲につながった

と捉える。実践全体を通して，「受け止める援助」は意欲を育むための重要な基盤となる援

助であることを再認識した。「つなぐ援助」として，遊びの場において，園児が友達と一緒

に取り組めるような場を設定することで，他児の表現に刺激を受けて模倣したり褒め合っ

たりする様子が見られるようになり，園児が互いの表現を受け止めながら表現する姿につ

ながった。また，園児が自分の表現を相手に伝えられるよう，保育教諭が言葉を添えたり

表現を引き出したりしたことで，園児同士で互いに表現を組み合わせる様子が見られ，友

達と考えを出し合い工夫して表現する姿につながった。話し合いの場において，学級全体

で振り返り，個々の考えや表現を共有することで，やりたいことを伝え合ったり遊びに見

通しをもって準備したりするようになり，次の遊びに期待や意欲をもつ姿へとつながった。

さらに，生活発表会を通してやり遂げた充実感や達成感を学級全体で共有したことで，発

表会ごっこにおいて繰り返し表現したり新しい劇遊びを考えたりする姿が見られた。 

これらのことから，園児がイメージしたことを表現したり友達と一緒に表現したりしな

がら，表現する楽しさを味わい，意欲的に表現する姿になったと考える。 

 

Ⅶ 成果と課題 

 １ 成果 

(1) 劇遊びにおいて，関わりたくなる環境とイメージしたことを表現したくなる環境

を構成し，受け止める援助とつなぐ援助の工夫をしたことにより，イメージしたこ

とを表現したり友達と一緒に表現したりするようになり，表現する楽しさを味わう

姿につながった。 

(2) 生活発表会後に，園児の充実感や達成感を生かした環境構成と援助の工夫をする

ことで，繰り返し表現したり新しい劇遊びを考えて取り組んだりするようになり，

意欲的に表現する姿につながった。 

 ２ 課題 

学級活動の場以外の遊びの場においても，園児が劇遊びの経験を基に，さらに意欲

的に表現遊びを展開していけるような，環境構成と援助の工夫をしていく必要がある。 
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